
式 辞

波ひかる鴨の河原辺、陽は踊り風もうららか、と本校のスクールソングに歌われるよう

に、桜満開の時を迎えて、命あるものすべてが躍動する春爛漫の本日、京都府立鴨沂高等

学校平成27年度入学式を挙行いたしましたところ、御多用の中を、多数の御来賓の御臨席

を賜りましたことを、厚くお礼申し上げます。ありがとうございます。

ただ今、入学を許可いたしました14名の皆さん、入学おめでとう。私たち教職員一同は、

今日から本校生徒となる皆さんを、心から歓迎します。

また、御列席の保護者の皆様におかれましては、これまでお子様を育み支えてこられた

御労苦に対し、敬意を表しますとともに、御入学を心からお祝い申し上げます。

皆さんは、今日から４年間、本校の定時制課程で学ぶことになります。今の皆さんの気

持ちは、入学の喜びで胸がいっぱいだと思います。一方、これからの高校生活に対する不

安も感じているのではないでしょうか。どうか、一日も早く本校での生活になじんでくれ

ることを願っています。

本校の歴史は、明治５年に創設された「新英学校及び女紅場」という名の、我が国最初

の女学校に始まります。大河ドラマの主人公、新島八重さんは、本校創設時に職員として

活躍され、我が国の近代女子教育の発展に貢献された方です。その後は「府一」という愛

称で親しまれ、戦後の学制改革により男女共学の全日制・定時制の２つの課程を持つ鴨沂

高等学校となりました。その間、社会に多数の有為な人材を輩出してまいりました。現在

は、約80年ぶりとなる校舎改築の時期を迎え、平成28年度の完成を目指して、新校舎がい

よいよ建設段階に入るところであり、今年で、創設から143年を数える歴史と伝統を誇る学

校です。「鴨沂」とは、京の都を流れる鴨川のほとりにある学校という意味です。

自らの意志で本校で学ぶことを希望して入学した皆さんには、この歴史と伝統のある恵

まれた環境に身を置くことに自信と誇りを持ち、これから始まる鴨沂高校の新しい時代を

切り拓いてほしいと思います。

ところで、皆さんには、将来こんな人間になりたいという、はっきりとした目標や夢が

ありますか？ 何事にも果敢にチャレンジする強い志を持っていますか？ 自分だけにし

かない確かな個性といえるものがありますか？ そして、世のため人のために力を尽くす

覚悟がありますか？

私は、毎年入学生にこのように問いかけています。高校４年間というのは、一人の人間

の生涯にとっては、あまりにも短い時間ではありますが、働くことや社会的に自立するこ



との意味を考え、生涯を心身ともに豊かに生き抜く力を身に付けるために、どうしても必

要なかけがえのない時間なのです。

理想的な高校生活とは、勉強と部活動を両立させながら仲間との友情を育み、希望する

進路目標を達成して卒業することだと思います。その理想を実現するためには、昨日より

も今日、今日よりも明日、より良い自分になろう、より良い自分に変わろうとする強い志

を持たなければなりません。我が国が近代国家として生まれ変わろうとした文明開化の頃

に、福沢諭吉は『学問のすすめ』の中で、才能や人間性を身に付けるには学問が必要であ

り、高い志を持って、世の中のために勉めなければならない、と述べています。そして、

今日では、ｉＰＳ細胞で有名な山中伸弥教授が、その学び方を「ビジョン＆ハードワーク」、

つまり、目的をはっきりと持って懸命に努力しなさい、と仰っています。

皆さんには無限の可能性があります。これからの高校生活を通して、将来への展望を持

ち、たくさんの友と交わり、授業や部活動にしっかりと取り組み、知力・体力・人間力を

鍛え続けてほしいと思っています。そのために、私たち教職員は、学びの質を高め、部活

動を盛んにし、皆さん一人一人をしっかりと伸ばし、よりよい方向に導くために、精一杯

支えます。

保護者の皆様、本日から大切なお子様をお預かりするわけですが、本校定時制課程は、

入学生を含めて全校生徒数が80名余りの小さな学校です。しかしその分、一人一人の生徒

の姿がよく見え、教職員との親密な関係が築かれ、家族のような雰囲気の中で学校生活を

送ることができると思います。教職員一同、お子様が自信と誇りを持って、安心・安全で、

のびのびと成長できる教育環境を整え、特色ある学校づくりに邁進する所存でごさいます。

しかしながら、変化の激しい今日の社会情勢にあっては、教育は高校だけでできるもの

ではありません。地域や関係機関はもとより、いわば社会総がかりで教育にあたらなけれ

ば立ち行かない時代です。何よりも、保護者の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げま

す。

結びにあたり、本日御列席の皆様、本校教育の充実・発展のため、今後とも変わらぬお

力添えを賜りますようお願いを申し上げ、式辞といたします。

平成27年４月８日

京都府立鴨沂高等学校

校長 藤 井 直


